
京丹後市教育振興計画中間見直し（案） 概要 

 

■ 基本理念 

【京丹後市が目指す教育】 
 ・心豊かにたくましく 幸福な未来を切り拓く力を育む教育 

 ・ふるさとへの愛着と誇りを持ち 新しい価値を創りだす力 

  を育む教育 

  

■ 視点 
１ 10年間を見通した小中一貫教育を推進し、確かな学力と社 

 会を生き抜く力を育みます。 

２ 生涯にわたり主体的に学ぶことのできる環境づくりを推進 

 します。 

  

■    重点目標と主要な施策の方向性 
重点目標１ 就学前の子どもの教育・保育環境を充実します 

重点目標２ 確かな学力・生き抜く力を育みます 

重点目標３ 子どもを健やかに育む教育環境を充実します 

重点目標４ 豊かな人間性・社会性を育みます 

重点目標５ 生涯にわたる豊かな学びを支援します 

重点目標６ 歴史文化を活用し、郷土への愛着と誇りを育み 

      ます 

重点目標７ たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを 

      推進します 

  

 

■重点目標と主要な施策の方向性 
 

 重点目標１  就学前の子どもの教育・保育環境を充実します 

    ①就学前教育の環境整備 ②保育所、認定こども園及び小学校の連携強化 

 重点目標２  確かな学力・生き抜く力を育みます 

    ①小中一貫教育の推進  ②学校園、家庭、地域の協働による教育力の向上 

  ③確かな学力の育成   ④社会を生き抜く力の育成 

 重点目標３  子どもを健やかに育む教育環境を充実します 

    ①子どもの安全・安心の確保  ②学校施設環境等の整備充実 

  ③個に応じた支援体制の充実  ④ボランティアによる学習支援の推進 

  ⑤教職員が子どもと向き合える環境づくりの推進【新規】 

 重点目標４  豊かな人間性・社会性を育みます 

    ①人を思いやり、尊重する社会性の育成  ②生徒指導体制、教育相談体制の充実 

  ③家庭・地域の教育力の向上  ④文化芸術を通じた豊かな感性、情緒の育成 

 重点目標５  生涯にわたる豊かな学びを支援します 

    ①生涯学習の体制づくり  ②人権教育の推進、 ③社会教育施設等の整備充実 

 重点目標６  歴史・文化芸術を活かし、豊かな感性と郷土への愛着と誇りを育みます 

    ①豊かな歴史文化等を学習する機会の充実  ②地域の文化財の総合的な保存と活用 

  ③ 資料館施設等の整備充実  ④文化芸術活動の推進【重点目標５より移動】 

 重点目標７  たくましく健やかな体づくりと生涯スポーツを推進します 

    ①健康な体づくり ②食育の推進【新規】    ③地域スポーツ活動の推進、  

  ④競技力の向上  ⑤社会体育施設等の整備充実 ⑥スポーツ観光のまちづくり【新規】 
 

■新規の目標指標 
  ・保育所・こども園待機児童数ゼロの継続                      ０人 【重点１】 

  ・民営化保育所設置数                                ６か所 【重点１】  

  ・児童生徒用トイレの洋式化整備校数         小学校：１７校、中学校：６校 【重点３】  

  ・時間外勤務月４５時間超（年平均）の教職員数                  ０人 【重点３】  

  ・自分にはよいところがあると思う児童生徒の割合           現状より増加 【重点４】  

  ・住んでいる地域の行事に参加している児童生徒の割合         現状維持 【重点４】  

  ・放課後児童クラブ待機児童数ゼロの継続                     ０人 【重点４】  

  ・地域公民館施設の利用回数                         ７，０００回 【重点５】 

  ・京丹後史博士の認定者数                             １２０人 【重点６】 

  ・文化芸術事業の開催回数                             １００回 【重点６】 

  ・京都府丹後文化会館利用者                        ４２，０００人 【重点６】 

  ・スポーツイベント参加者数                          １８，６００人 【重点７】 

 

       ◎保育所等の再編を行い、認定こども園 
        を整備しました。 
【課題】 小学校への円滑な接続を図るため、「小中一貫教育保幼

小接続モデルプラン」を参考に、専門スタッフや関係機関と連携しな

がら、各学園（中学校区）の接続プランを充実させる必要があります。 

重点目標１ 

       ◎小中一貫教育により、全国学力・学習 

        状況調査の結果が、概ね全国平均以上 

        でした。 
【課題】 小中一貫教育基本計画に基づき、また新学習指導要領の
実施を踏まえ、小中一貫教育の研究及び検証を進め、より良い教育体
制の整備を着実に行っていく必要があります。 

       ◎小中学校の耐震化、ＩＣＴ機器の整備 
        等、教育環境の改善を図りました。 
【課題】 施設・設備の充実は基より、教職員が子どもと向き合え

る環境や、ボランティアによる学習支援等により地域の中で子どもた

ちの活動を支える環境をつくる必要があります。 

      ◎家庭子ども相談室や臨床心理士の配置等、 
       いじめ・不登校に対する相談・支援体制を 
       図りました。 
【課題】 中学校の不登校が増加傾向にある中、未然防止の取組や情

報共有が必要です。また、いじめについては早期発見と組織的な対応を

行い、より丁寧な指導を継続していくことが必要です。 

       ◎地域課題学習や人権教育、教養講座など 
        学習機会、住民交流の場を提供しました。  

【課題】 地域社会を取り巻く課題が多様化・複雑化する中、地域課

題解決のため、効果的な学習や実践活動、関係部局との情報共有など、

全市的な生涯学習を進める体制づくりが必要です。 

       ◎「丹後学」により京丹後市の歴史、文化、 
        自然等に関する知識や理解を深めました。 
【課題】 郷土への誇りと愛着を育むため、小中一貫教育による「丹

後学」を積極的に展開するとともに、文化財の普及啓発や地域振興の資

産として文化財等を活用する取組みを進める必要があります。 

       ◎市民がたのしみ ともにつくる スポーツ 
        のまちを目指し、第２次京丹後市スポーツ 
        推進計画を策定しました。  
【課題】 児童生徒の体力・運動能力の向上、食育の推進など、たく

ましく健やかな身体を育む取組みや、障がいのある人、ない人に関わ

らず、誰もが生涯にわたってスポーツに取り組むことのできる環境づ

くりを進める必要があります。 

主な成果と課題 

京丹後市教育振興計画 
 

【見直しの考え方】 

 基本理念（京丹後市が目指す教育）、視点は、引き続き市として目指すべきものと

して堅持することとしました。なお、①計画の進捗状況、教育を取り巻く社会情勢及

び子どもの状況等の追加、②国・府の動向や市の関連計画との整合性を図るため、施

策の方向性の追加等、また、新たな目標指標の追加を行いました。 

重点目標２ 

重点目標３ 

重点目標７ 

 

■社会の情勢 

 人口減少・高齢化、技術革新、子どもの貧困 等 

■教育を取り巻く状況 

 小中一貫教育の制度化、学習指導要領の改正、教育委員会 

 制度の改革、教員の働き方改革 等 

■子どもの状況 

 ・全国学力・学習状況調査で、すべての教科で概ね全国平均を 

  上回っています 

 ・不登校の発生率は中学校で増加傾向にあります 

 ・いじめの認知件数は減少傾向にあります 

 ・規範意識や人の気持ちを理解する意識は育っています 

 ・児童生徒の体力・運動能力は全国平均を下回っている項目が 

  あります 

 ・児童生徒の生活状況は全国平均よりも高い水準で推移して 

  います 

重点目標６ 

重点目標５ 

重点目標４ 

京丹後市の教育を取り巻く現状 京丹後市教育振興計画（見直し） 

策定期間   平成２７年度～３６年度（令和６年度） 

残期間   令和２年度～６年度 


